


病
院
開
設
の
経
緯

　

葛
飾
区
は
、
２
０
１
２
年
度
に
区
内
の
医
療
需
給

状
況
等
を
調
査
・
分
析
し
、
課
題
の
把
握
と
解
決
に

向
け
た
方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
す
る

「
区
内
医
療
環
境
充
実
の
た
め
の
調
査
」
を
実
施
し

た
結
果
か
ら
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
病
床
数
は
、

東
京
都
平
均
と
比
べ
低
い
こ
と
、
誘
致
場
所
で
あ
る

区
内
南
部
地
域
（
新
小
岩
・
奥
戸
）
で
は
、
病
院
が

少
な
く
救
急
対
応
病
院
が
な
い
こ
と
な
ど
が
明
確
に

な
っ
た
。
ま
た
、
高
齢
者
に
関
わ
る
医
療
体
制
も
老

年
人
口
（
65
歳
以
上
）
10
万
人
当
た
り
で
比
較
す
る

と
、
東
京
都
全
体
で
も
下
回
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
医
療
提
供
が
行
え
る
事
業
者
の
公
募
に

て
、
区
内
で
新
葛
飾
病
院
（
17
年
７
月
に
イ
ム
ス
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
東
京
葛
飾
病
院
へ
変

更
）、
新
葛
飾
ロ
イ
ヤ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
イ
ム
ス
葛

飾
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
病
院
お
よ
び
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

葛
飾
ロ
イ
ヤ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
、
お
花
茶
屋
ロ
イ
ヤ

ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
老
人
保
健
施
設
、
葛
飾
ロ
イ
ヤ

ル
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
訪
問
看
護
な
ど
の
計

６
事
業
所
を
区
内
で
展
開
し
て
い
る
実
績
等
も
踏
ま

え
て
、
当
法
人
（
医
療
法
人
社
団
明
芳
会
）
が
選
定

さ
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
医
療
圏
（
葛
飾
区
、
足
立
区
、

荒
川
区
）
で
の
許
可
病
床
数
配
分
は
少
な
く
、
ま
ず

は
急
性
期
医
療
を
充
実
さ
せ
地
域
貢
献
を
行
い
た
い

と
考
え
、
17
年
５
月
１
日
に
１
７
３
床
か
ら
新
規
開

設
し
、
現
在
（
18
年
２
月
現
在
）
は
一
般
入
院
基
本

料
７
対
１
、
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
料

１
、
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
料
２
の
施

設
基
準
を
取
得
し
、
１
７
６
床
の
急
性
期
医
療
を
提

供
し
て
い
る
。
開
設
か
ら
10
ヵ
月
が
経
過
し
て
い
る

が
、
病
床
稼
働
に
お
い
て
も
高
稼
働
を
維
持
す
る
こ

と
が
で
き
て
お
り
、各
診
療
科
の
特
色
を
出
し
つ
つ
、

地
域
医
療
を
担
え
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
（
図
１
）。

急
性
期
医
療
提
供
の
た
め
の 

当
院
の
５
つ
コ
ン
セ
プ
ト

　

葛
飾
区
南
部
地
区
（
新
小
岩
・
奥
戸
）
に
は
救
急

対
応
病
院
が
少
な
く
、
当
院
の
建
設
計
画
前
か
ら
も

高
度
な
救
急
対
応
が
可
能
な
病
院
建
設
の
必
要
性
が

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
急
性
期
医
療
を
提
供
す
る
一

般
入
院
基
本
料
７
対
１
に
関
し
て
は
、
評
価
見
直
し

の
動
き
が
さ
ら
に
強
ま
り
つ
つ
あ
る
中
で
、
そ
の
厳

し
く
な
る
基
準
に
対
応
可
能
な
医
療
機
能
が
提
供
で

き
る
病
院
に
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
区
内
の
高
齢
化
率
も
徐
々
に
増
加
傾
向
で

あ
る
た
め
に
、
高
齢
者
に
も
対
応
が
可
能
な
病
院
建

設
を
計
画
し
た
。

　

そ
し
て
、
入
院
の
際
は
少
し
で
も
快
適
に
療
養
生

要
旨
：
現
状
の
医
療
情
勢
で
は
、
一
般
入
院
基
本

料
７
：
１
の
施
設
基
準
、
い
わ
ゆ
る
急
性
期
医
療

が
今
後
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
状
況
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
当
法
人
は
急
性
期
医
療
病
院
開
設
を

計
画
し
、２
０
１
７
年
５
月
か
ら
開
院
と
な
っ
た
。

地
域
の
需
要
は
高
く
、１
ヵ
月
半
で
満
床
と
な
り
、

10
ヵ
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
高
稼
働
を

維
持
し
て
お
り
、
地
域
の
医
療
を
担
え
て
い
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
、
急
性
期

医
療
を
展
開
す
る
ま
で
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
今
後
の

展
開
を
報
告
す
る
。
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地
域
に
選
ば
れ
る
戦
略
視
座
か
ら
の
高
性
能
モ
ダ
リ
テ
ィ

導
入
の
意
義
と
急
性
期
医
療
提
供
体
制
強
化

吉
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成
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２
事
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長
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化
」
で
あ
る
。
将
来
的
に
は
特
定
集
中
治
療
管
理
料

1
が
取
得
で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
。そ
の
た
め
、

１
床
当
た
り
が
20
㎡
以
上
あ
る
病
室
が
８
床
（
Ｉ
Ｃ

Ｕ
）、
ハ
イ
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
料
が
算

定
可
能
と
な
る
治
療
室
が
８
床
（
Ｈ
Ｃ
Ｕ
）、
脳
卒

中
ケ
ア
ユ
ニ
ッ
ト
入
院
医
療
管
理
料
が
算
定
可
能
と

な
る
治
療
室
が
９
床
（
Ｓ
Ｃ
Ｕ
）
と
ユ
ニ
ッ
ト
病
床

を
計
25
床
そ
ろ
え
、
全
病
床
の
約
15
％
を
ユ
ニ
ッ
ト

機
能
と
し
て
、
高
度
急
性
期
に
も
対
応
で
き
る
機
能

と
し
て
い
る
。

　

当
院
の
需
要
と
し
て
は
、
重
症
な
患
者
を
受
け
入

れ
る
必
要
性
が
あ
る
た
め
に
、
ユ
ニ
ッ
ト
構
築
は
必

要
不
可
欠
と
な
る
。
ま
た
、
ユ
ニ
ッ
ト
構
築
の
た
め

の
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
に
関
し
て
も
、
随
時
体
制
強
化

を
図
っ
て
い
る
。

　

４
つ
目
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
手
術
室
」
で
あ
る
。

手
術
室
が
病
床
数
の
割
合
に
対
し
て
５
室
と
多
く
設

計
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
１
室
は
ア
ン
ギ
オ
装
置
を
備

え
、
70
㎡
以
上
を
確
保
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室

（
図
２
）
で
あ
る
。

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
で
は
、
経
カ
テ
ー
テ
ル
大

動
脈
弁
置
換
術
（
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｒ
）
を
計
画
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
重
症
の
大
動
脈
弁
狭
窄
症
に
対
す
る
治
療

法
で
、
外
科
的
手
術
治
療
の
よ
う
に
開
胸
す
る
こ
と

な
く
、
心
臓
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
カ
テ
ー
テ
ル
を

使
用
し
人
工
弁
を
留
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
低
侵
襲

で
人
工
心
肺
を
使
用
し
な
い
こ
と
か
ら
、
高
齢
で
体

力
の
低
下
し
た
患
者
や
合
併
疾
患
に
よ
っ
て
外
科
的

治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
患
者
に
は
最
適
な
治
療
法
と

さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
こ
の
よ
う
な
高
度
な
治
療
を
行
う
病
院
は

国
内
で
も
限
定
さ
れ
て
お
り
、全
国
で
１
２
７
施
設
、

う
ち
都
内
12
施
設
程
度
し
か
な
い
。
実
施
基
準
に
関

る
。
当
院
は
19
の
診
療
科
を
標
榜
し
て
お
り
、
各
専

門
分
野
医
師
を
配
置
し
幅
広
い
疾
患
に
対
応
が
で

き
、
合
併
症
等
の
重
症
疾
患
に
も
対
応
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
医
師
数
に
関
し
て
も
常
勤
医
師
を
50

名
弱
と
、
当
院
の
病
床
数
の
割
合
に
対
し
て
も
多
く

の
専
門
医
師
を
採
用
し
て
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

常
勤
医
師
数
は
通
常
で
あ
れ
ば
約
３
０
０
床
規
模

の
急
性
期
病
院
の
医
師
数
で
あ
る
た
め
に
、
い
か
に

現
状
の
少
な
い
病
床
数
で
の
病
床
回
転
率
を
上
げ
、

効
率
よ
く
活
用
す
る
か
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、

大
学
医
局
か
ら
の
派
遣
は
な
く
、
自
院
で
直
接
採
用

し
た
医
師
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
医
師
が
病
院
理
念

お
よ
び
方
針
を
理
解
し
つ
つ
、
診
療
科
の
特
性
を
出

せ
る
よ
う
に
、
各
診
療
科
間
で
も
協
調
お
よ
び
協
力

が
で
き
て
い
る
。

　

３
つ
目
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
病
床
の
ユ
ニ
ッ
ト

活
を
送
れ
る
よ
う
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
空
間
の
確
保
に

も
注
力
し
、
室
料
差
額
対
象
部
屋
を
約
49
％
確
保
し

て
い
る
。医
療
提
供
お
よ
び
療
養
環
境
に
お
い
て
も
、

充
実
を
図
っ
た
。

　

急
性
期
医
療
機
能
の
提
供
と
し
て
の
コ
ン
セ
プ
ト

は
大
き
く
５
つ
あ
り
、１
つ
目
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
救

急
患
者
の
導
線
」
で
あ
る
。
循
環
器
疾
患
等
の
１
分

１
秒
を
争
う
よ
う
な
重
症
患
者
が
い
か
に
救
急
セ
ン

タ
ー
か
ら
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
検
査
、
手
術
等
が
で
き

る
か
と
い
う
計
画
か
ら
、
Ｃ
Ｔ
撮
影
と
血
管
撮
影
室

が
救
急
セ
ン
タ
ー
か
ら
隣
室
の
配
置
と
し
て
い
る
。

　

２
つ
目
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
幅
広
い
疾
患
に
対

応
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
、
診
療
科
の
拡
充
」
で
あ
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図１　病院外観

●病院概要（2018 年２月現在）
名称：医療法人社団明芳会 イムス東京葛飾総合病院
病床数：176 床
所在地：東京都葛飾区西新小岩 4-18-1
階数：地上９階
診療科：19 診療科

一般内科、糖尿病内科、腎臓内科、消化器内科、循環器内科、外科、整形外科、脳神
経外科、形成外科、泌尿器科、心臓血管外科、放射線科、麻酔科、皮膚科、小児科、
眼科、アレルギー科、救急科、リハビリテーション科　

常勤医師数：47 名
病床利用率：101％（2017 年５月～ 12 月）※退院患者含む
入院日当点：6500 点（2017 年５月～ 12 月）
平均在院日数：13 日（2017 年５月～ 12 月）
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し
て
は
ポ
リ
ー
プ
の
サ
イ
ズ
や
形
態
に
応
じ
、
当
日

の
日
帰
り
ポ
リ
ー
プ
治
療
（cold polypectom

y

）

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
内
に
透
視
下
内
視
鏡
室
を
併

設
し
て
お
り
、
透
視
を
併
用
し
た
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｐ
（
内
視

鏡
的
逆
行
性
胆
道
膵
管
造
影
）、
消
化
管
ス
テ
ン
ト

留
置
術
、
消
化
管
バ
ル
ー
ン
拡
張
術
、
食
道
静
脈
瘤

硬
化
療
法
な
ど
を
速
や
か
に
か
つ
高
精
度
に
施
行
可

能
と
な
る
。

　

血
管
造
影
装
置
は
、
循
環
器
疾
患
用
（
キ
ヤ
ノ
ン

製「IN
FX

-8000V
/N

7

」）、と
脳
血
管
疾
患
用（
シ
ー

メ
ン
ス
製
「A

rtis zee BA
 T

w
in

」）
の
領
域
で

２
方
向
同
時
撮
影
が
行
え
る
た
め
精
度
の
高
い
治
療

が
行
え
、
検
査
・
治
療
時
間
の
短
時
間
化
お
よ
び
造

影
剤
の
低
量
化
が
図
れ
る
。
Ｃ
Ｔ
画
像
な
ど
の
他
の

モ
ダ
リ
テ
ィ
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
し
な
が

ら
検
査
が
進
め
ら
れ
、
循
環
器
領
域
で
は
冠
動
脈
形

成
術
（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
植
え
込
み
術

な
ど
が
行
わ
れ
る
。
脳
血
管
領
域
で
は
、
動
脈
瘤
に

コ
イ
ル
を
詰
め
て
治
療
す
る
コ
イ
リ
ン
グ
や
、
頚
動

脈
狭
窄
に
対
す
る
頚
動
脈
ス
テ
ン
ト
留
置
術
（
Ｃ
Ａ

Ｓ
）
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
大
学
病
院
同
等
の
機
能
を
配
置

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
開
業
医
、
病
院
な
ど
の

地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
と
信
頼
関
係
構
築
と
、
地

域
医
療
の
急
性
期
を
担
え
る
よ
う
な
体
制
構
築
を
目

指
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
新
医
療
機
器
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
医

療
機
器
の
稼
働
効
率
も
上
が
り
、
医
療
の
質
向
上
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
開
設

に
当
た
り
、
多
く
の
人
材
の
採
用
に
お
い
て
も
有
効

な
手
段
と
な
り
、
病
院
経
営
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
Ｃ
Ｔ
で
は
不
可
能
で
あ
っ

た
検
査
を
可
能
と
す
る
こ
と
が
で
き
、
短
い
検
査
時

間
で
脳
出
血
や
血
管
狭
窄
、
胸
部
や
腹
部
の
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
で
は
、
最
新
の
Ｏ
Ｌ
Ｙ
Ｍ
Ｐ
Ｕ

Ｓ
製
「EV

IS LU
CERA

290

」
シ
リ
ー
ズ
を
全
検

査
ブ
ー
ス
で
導
入
し
た
。
通
常
の
上
部
・
下
部
消
化

管
内
視
鏡
検
査
で
は
全
例
Ｎ
Ｂ
Ｉ
＋
拡
大
検
査
に
よ

る
精
密
検
査
が
可
能
で
あ
り
、
病
変
の
早
期
発
見
に

寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
内
視
鏡
手
術
で

あ
る
、
食
道
・
胃
・
大
腸
粘
膜
剥
離
術
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
）、

胃
・
大
腸
ポ
リ
ー
プ
切
除
術
（
ポ
リ
ペ
ク
ト
ミ
ー
：

Ｅ
Ｍ
Ｒ
）
も
随
時
施
行
で
き
、
大
腸
ポ
リ
ー
プ
に
関

し
て
も
実
績
等
が
必
要
と
な
る
た
め
に
、
現
在
は
実

績
を
積
み
上
げ
て
い
る
。

　

５
つ
目
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
最
新
の
医
療
機
器

の
選
定
」
で
あ
る
。
急
性
期
医
療
を
担
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
日
進
月
歩
で
進
化
し
て
い
る
最
新
医
療
機

器
も
備
え
る
必
要
性
が
あ
る
。
当
院
で
は
３
２
０
列

Ｃ
Ｔ
を
は
じ
め
、
内
視
鏡
セ
ン
タ
ー
、
脳
ア
ン
ギ
オ

室
、
心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
室
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
手
術
室
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
な
ど
の
最
新
医
療
機
器
を
備
え
て
い

る
。
Ｃ
Ｔ
（
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
ズ
製

「A
quilion O

N
E

」
３
２
０
列
：
図
３
）
は
、
Ａ
Ｄ

Ｃ
Ｔ
（「A

rea D
etector-CT

」
３
２
０
列
）
に
よ

る
検
査
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
３
２
０
列
の
検
出
器

を
有
し
、
よ
り
早
く
、
細
か
く
、
広
範
囲
の
撮
像
を
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図３　キヤノンメディカルシステムズ製 320 列 CT「Aquilion ONE」

図２　ハイブリッド手術室と循環器疾患用血管造影装置キヤノンメディ
カルシステムズ製「INFX-8000H/NE」
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以
上
の
よ
う
に
、
医
療
圏
内
に
お
い
て
急
性
期
医

療
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
の
当
院
の
５
つ

の
コ
ン
セ
プ
ト
が
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
医
療

展
開
を
構
築
す
る
必
要
性
が
あ
る
。

今
後
の
展
望

　

今
後
、
よ
り
早
い
時
期
に
病
床
拡
大
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
さ
ら
に
効
率
よ
い
運
営
が
可
能
と
予
想
さ

れ
る
が
、
東
京
都
に
お
け
る
医
療
構
想
が
定
ま
っ
て

い
な
い
状
況
下
に
お
い
て
病
床
規
模
の
拡
大
、
ま
し

て
や
高
度
急
性
期
や
急
性
期
病
床
の
増
床
は
容
易
な

こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
、「
コ
ン
パ
ク
ト
・

ホ
ス
ピ
タ
ル
」
と
し
て
の
体
制
強
化
を
図
り
、
い
か

に
地
域
の
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
担
え
る
か
が
、
今

後
の
課
題
で
あ
る
。※　

　
　
　
　

※

吉
田
成
彦
（
よ
し
だ
・
し
げ
ひ
こ
）
●
58
年
和
歌
山
県

生
ま
れ
。
84
年
和
歌
山
県
立
医
科
大
医
卒
。
同
年
同
大

胸
部
外
科
学
教
室
入
局
。
86
年
国
立
循
環
器
セ
ン
タ
ー

心
臓
血
管
外
科
、
89
年
和
歌
山
県
立
医
科
大
胸
部
外
科

教
室
助
手
、
91
年
岸
和
田
徳
洲
会
病
院
心
臓
血
管
外
科

医
長
就
任
。
93
年
新
東
京
病
院
心
臓
血
管
外
科
副
部
長
、

00
年
新
葛
飾
病
院
心
臓
血
管
外
科
部
長
。
07
年
イ
ム
ス

葛
飾
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
院
長
、
09
年
同
総
院
長
、
同
年

新
葛
飾
病
院
院
長
。
17
年
イ
ム
ス
東
京
葛
飾
総
合
病
院

院
長
と
し
て
現
在
に
至
る
。

宗
田
慶
介
（
そ
う
だ
・
け
い
す
け
）
●
78
年
長
崎
県
生

ま
れ
。
01
年
千
葉
商
科
大
経
営
学
科
卒
。
同
年
Ｉ
Ｍ
Ｓ

グ
ル
ー
プ
板
橋
中
央
総
合
病
院
医
事
課
入
職
。
04
年
高

島
平
中
央
総
合
病
院
総
務
課
主
任
、
11
年
春
日
部
中
央

総
合
病
院
総
務
課
課
長
。
13
年
イ
ム
ス
葛
飾
ハ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
務
長
、
15
年
新
葛
飾
病
院
・
新
葛
飾
ロ
イ
ヤ

ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
務
長
。
17
年
イ
ム
ス
東
京
葛
飾
総
合

病
院
事
務
長
と
し
て
現
在
に
至
る
。
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